
今ある運動施設
は維持して、自
然環境の保全・
再生を進める

47%

今ある運動施設
は縮小して、自
然環境の保全・
再生を進める

9%

今の自然環境と
運動施設のバラ

ンスでよい

24%

今ある自然環境
は維持して、運
動施設の整備を

進める

17%

今ある自然環境
は縮小して、運
動施設の整備を

進める

3%

施設は不足
している

4%
施設は充実
している

16%

施設はやや
充実している

29%

施設はやや
不足している

13%

どちらでもない

38%

日陰は不足
している

52%

日陰は十分
にある

1%

日陰は
ややある

6%

日陰はやや
不足している

24%

どちらでもない

17%

→演習橋へ

高水敷の切り下げ

（ゾーニング計画の実現）

・水陸移行帯の再生

・親水空間の確保

水面利用の拡大

（魅力の創出）
・使用ルールの設定、支援施設の設置

多目的広場への転換（魅力の向

上）

・ゲートボール場の廃止

・陸上トラックの多目的広場化

・バーベキューエリアの拡大

・臨時駐車スペースの運用改善

裸地の芝生化

（ゾーニング計画の実現）

多目的な利用の推進

運動施設の一部廃止

（ゾーニング計画の実現）

・テニスコート２面撤去

眺望広場の整備

（魅力の創出、快適性の向上）
・高水敷の切り下げに併せ、川面が見える園路・広場を整備

・緑陰の確保

枚
方
大
橋

管理所・トイレの

移設

（快適性の向上）

・トイレの水洗化
緊急用河川敷道路

遊歩道（主園路）

遊歩道（副園路）

幹線道路からのアクセス路

凡 例

ゾーニング計画の実現に関する内容

魅力の向上に関する内容

快適性の向上を関する内容

■大塚地区の整備項目に関する収集意見（ウェブ・アンケート結果より）

中流右岸域の河川公園整備に関する収集意見

１

今後の河川公園の整備の方向性 スポーツ施設について

N=70

大塚地区の整備に期待するもの

24.2%

9.1%

36.4%

39.4%

33.3%

36.4%

36.4%

24.2%

33.3%

30.3%

30.3%

27.3%

36.4%

48.5%

27.3%

27.3%

33.3%

33.3%

3.0%

6.1%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

0.0%

12.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自由に使える広場

スポーツ施設

自然とふれあう場

水に近づける場

景観を楽しむ場

自然環境

現在よりも増やす ← 現状のままでよい → 現在よりも減らす

N=70
N=70 N=70

日陰について

60高槻市

1大山崎町

6島本町

1茨木市

1摂津市

1吹田市

人数居住地

大塚地区来園者の居住地

４人のうち３人が日陰
が不足していると感じ

ている

スポーツ施設は充実してい
ると感じている人が不足と
感じる人を上回っている

自然環境の保全・再生を希
望する人は、運動施設の整
備を希望する人の２倍以上 ６割以上の人が整備を期待している「場」

平成22年度 第１回淀川河川公園
中流右岸域地域協議会 H22.10.4
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どちらでもない

23%
日陰はやや
不足している

30%

日陰は
ややある

8%

日陰は十分
にある

8%
日陰は不足
している

31%

今ある自然環境
は縮小して、運
動施設の整備を

進める

0% 今ある運動施設
は縮小して、自
然環境の保全・
再生を進める

31%

今ある運動施設
は維持して、自
然環境の保全・
再生を進める

31%

今ある自然環境
は維持して、運
動施設の整備を

進める

23%

今の自然環境と
運動施設のバラ

ンスでよい

15%

46.2%

38.5%

46.2%

46.2%

15.4%

30.8%

15.4%

38.5%

23.1%

30.8%

30.8%

46.2%

38.5%

23.1%

30.8%

23.1%

38.5%

23.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

15.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境

景観を楽しむ場

水に近づける場所

自然とふれあう場所

スポーツ施設

自由に使える広場

現在よりも増やす ← 現状のままでよい → 現在よりも減らす

わんどの保全
（ゾーニング計画の実現）
・雑木の伐採
・水草の除去

多目的広場の整備

（魅力の向上）
・多様な活動スペース
・臨時駐車スペース

多目的広場の整備

（魅力の向上）
・バーベキューエリア
・水辺の眺望空間 緊急用河川敷道路

遊歩道（主園路）

遊歩道（副園路）

幹線道路からのアクセス路

凡 例

ゾーニング計画の実現に関する内容

魅力の向上に関する内容

■鳥飼下地区の整備項目に関する収集意見（ウェブ・アンケート結果より）

２

今後の河川公園の整備の方向性 鳥飼下地区の整備に期待するもの日陰について

N=13

N=13 N=13

1吹田市

5摂津市

3茨木市

2高槻市

1東淀川区

1淀川区

人数居住地

鳥飼下地区来園者
の居住地

約６割の人は、日陰が不足して
いると感じている

自然環境の保全・再生を希
望する人は、運動施設の整
備を希望する人の３倍近い

６割以上の
人が整備を
期待してい
る「場」


